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1.は じめ に

中南米の社会は,16世 紀初めか ら大 きな変化 を余

儀 な くされ るようになった.い うまで もな く,コ ロ

ンブ スのア メリカ大陸到達に始 まるヨー ロッパ人た

ちの影響のせ いである.ま ず,中 米ではアステカ帝

国,ア ンデスで もインカ帝国が スペ イン人たちの侵

略によって崩壊 した.こ のあ ともスペ イン人をは じ

め とす るヨー ロッパ人による先住民の酷使や弾圧な

どによ り伝統社会 は激変 した.そ れに ヨーロッパか

らもたらされ た病気が追い打ちをかけ,先 住民社会

は 多大 な影響 をこうむったのである.

これは,本 稿で対象 とす る伝統農業 も例外ではな

か った.中 南米の各地 にヨー ロッパか ら新 しい家畜

や作物が導入 された.家 畜 では牛や馬,ヤ ギ,羊,

豚など,作 物では小麦や大麦,米 などのほか,様 々

な果実類 ももた らされた.や がて,中 南米の各地で

サ トウキビや綿花,コ ー ヒーな どのプ ランテー ショ

ン農業 も始 まった.こ のプランテーション農業では

大量の労働力が必要 となり,不 足する労働力を補 う

ためにア フ リカか ら数 多 くの奴隷が連れて こられ

た.こ うして,中 南米の社会は もちろんのこ と,そ

の農業 も大 き く変化 したのである.

この ような状況のなかで,比 較的近年 まで伝統的

な農業 を維持 してきた地域 もある.そ の代表的な地

域が,こ こで取 り上げ ようとす る中央アンデスの高

地部である.中 央アンデスはインカ帝国に代表 され

る古代 アンデス文明の栄えたところで,そ の影響が

高地部 では色濃 く残 されて きたのであ る.と こ ろ

が,近 年,こ の中央アンデ ス高地部の伝統的な農業

さえ も大 きな変化 を生 じて きている.そ して,そ の

ような変化は農村社会に ととまらず都市部の社会に

も大 きな影響 を与 えてい る.そ れが,中 南米のなか

で,と くに本稿でアンデ ス地域 を取 り上げ ようとす

る理由である.

2.中 央 ア ンデ スの 環境

ア ンデス山脈は,赤 道 をこえて南北 に約8000km

の長 さにわたって走る,地 球 上で最長の大山脈であ

る(図1).ま た,そ こには標 高6000mを 超 す高峰

も少な くない.そ れだけに,そ こでは緯度や高度の

変化によって自然環境に大 きな違 いがみ られる.と

りわけ,緯 度の変化に よる環境 の違 いが大 きいた

め,緯 度によってアンデスは一般に北部アンデス,

中央アンデス,南 部アンデスの3地 域にわけ られ る.

このうち,中 央アンデスは,国 でい うとペルーか

らボ リビアにかけての地域で,緯 度の うえでは熱帯

ない しは亜熱帯に位置す る.そ して,中 央ア ンデス

は大部分が熱帯ア ンデスに位 置す るせいで,そ こで

は高地であって も標高のわ りに気候が比較的温暖 で

ある.こ のため,中 央アンデ スでは古 くか ち標高4000

mを 超す高地 まで人間の生活領域 となって きた.

なお,こ の高地は緯度が低 いため一年の気温変化 は

あま りないが,降 雨量は季節 に よって大 き く異 な

り,明 確 な雨期 と乾期がある.

さて,こ の高地部 こそは,農 業を も含めて伝統的

な社会や文化が よく残 されてい るところである.ア

ンデスの海岸地帯 も古 くか ら灌漑 農耕 がお こなわ

れ,そ れ をもとに農耕文化の発達 した ところであ っ

たが,そ こは先述 したように ヨー ロッパ人たちの影
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響が大 きく,や がて ヨー ッパか らもたらされた病

気などの影響 もあって先住民人口の大半が失われて

しまったのである.

一方,ア ンデスの高地部ではこの ようなヨー ロッ

パ人に よる影響が比較的小 さかった.そ こが ヨー ロ

ッパ人に とって接近が容易ではない山岳地域 に位 置

していたか らである.ま た,多 くの先住民人口を擁

していた標高3000mか ち4000mの 高地 は気温が低

く,空 気 も稀薄であるため,ヨ ー ロッパ 人には住 み

に くか った.こ の結果,ア ンデス高地部は ヨー ロッ

パ人に よる影響が小さ く,現 在にいたるまで伝統的

な社会が維持 されて きたのである.

とくに,こ のような伝統的な社 会が広 くみ られる

のが,ア ンデスのなかで もペルーか らボ リビアにか

けての中央アンデスの高地部である.そ して,そ こ

ではインカあるいはそれ以前か らの伝統的な農耕方

法 を維持 している地域 も少 なくない.た しかに,ヨ

ー ロッパから導入された小麦や大麦 を栽培 している

地域 もあ るが,そ れは一部で しかない.大 部分の地

域で見 られ るのは古 くか ら栽培 してきた トウモロコ

シや ジャガイモ,さ ちに今 なおアンデ スでしか見 ら

れない在来作物などである１７(表1) .

また,ヨ ー ロッパか ら牛 の導入 とともに伝 えられ

た牛耕 もみ られ るが,中 央アンデスの高地では伝統

的な踏み鋤 を使っている地域が 多い.こ の踏み鋤 も

インカ時代には使用が知 られていた もの であるが,

現在 も当時 とほ とんど変わらないものが使 われてい
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るのである16.と くに,次 章 で述べ るように ジャガ

イモを中心 とす る高地での農耕の方法は きわめて伝

統的な色彩が濃 いものである.

3.伝 統 的 な根栽 農耕

先述 したように,中 央アンデスでは人間の生活領

域 が高度差 に して4000m以 上 と大 き く,そ こでア

ンデ スの人々は古 くか ら多様な作物 を栽培 し,家 畜

を飼 ってきた.そ して,そ のなかで中心 となってき

たのは トウモロ コシとジャガイモの栽培,そ して リ

ャマ とアルパ カなどのラ クダ科 家畜の飼育 であっ

た.図2に 示 したように,こ れ らの作物栽培や家畜

飼育のおこなわれ る高度は異なってお り,現 地 での

環境区分 に従 えば,一 般にケシュア帯(温 暖 な低地)

で トウモロコシ,ス ニ帯(冷 涼な谷間)で 寒 さに強

いジャガイモな どのイモ類 を栽培 し,寒 さのために

農業が困難なプーナ帯(高 地の草原)で リャマ,ア

ルパ カを放牧す る.

中央アンデ スに特徴的な点は,こ れ ら3つ の主要

な生業活動 をそれぞれ別々のグループが行 うのでは

な く,世 帯 な り,集 落な り,あ るいは地域社会が大

きな高度差 を利用 して,自 給す る方向で,す べ ての

生業活動 を行お うとする傾 向の強いことである.実

際に,低 地で トウモロコシを,中 間地帯でジャガイ

モ を栽培 し,さ らに高地部 では リャマやアルパカな

どの家畜 も飼 って少な くとも食糧 に関 しては自給 を

維持 している世帯が少な くない.

この点で,と くに中央ア ンデ スで広 くみ られるの

が,ジ ャガイモ栽培 を中心 とす る農業 とリャマ ・ア

ルパ カの放牧 を組み合 わせ た高地適 応の生 業 であ

る.そ の社会 は農牧複合 と言って もよい もので,そ

こでの食事 もジャガイモ を中心 とす るイモ類 であ

り,こ れを家畜の肉が補 うものである.こ のような

農牧複合 もまた先スペイン期か らの伝統 であ るが,

それは単 に食糧の 自給 という点だけ でな く,家 畜飼

育 と作物栽培のあいだに も密接な関係が存在す るの

であ る6.131.

実際に,最 後の インカ皇女 とスペ イン貴族のあい

だに生 まれた混血のインカ ・ガル シラーソ ・デ ・ラ

・べーガ７ は,こ の点につ いて次のよ うな興 味ぶか

い記録 を残 している.

「寒 さのために トウモロコシの育 たない コリャオ

地方(テ ィティカカ湖周辺)で は……人び とは ジャ

ガイモやその他 の野菜に家畜の糞 を施 し,そ れが他

のいかなる肥料 よ りも有効だ と言 っていた」.

つ まり,ア ンデス高地で農業 をおこなうためには

家畜の糞が肥料 としてきわめて重要 なのである.こ

の状況は現在においてもかわらない.中 央アンデス

高地で調査 をおこなった研究者たちも,休 閑地で放

牧 した家畜の糞尿が地力の回復 に欠かせ ない と述べ

てい る25.筆 者が調査 をしたペルー,ク スコのマ

ルカパ タ村でも家畜の糞はジャガイモ栽培に不可欠

である.マ ルカパタ村 では標高約3100mか ら4300m

あた りまで ジャガイモを栽培 してい るが,主 要な栽

培域 であ る標 高3800mか ら4000mで は家畜 の糞 だ

けを肥料 として与 える.し か も,そ の量は,種 イモ

1袋 に対 し肥料 としての糞は10袋,と きにこの比率

は1対20に なるこ とさえある15.
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この背景には,ア ンデス高地の土地が肥沃ではな

く,む しろ貧弱であるという事実がある.熱 帯高地

特有の気候,す なわち長 い乾期の存在や一 日の激 し

い気温変化,さ らに絶対的な気温の低 さな どが土壌

中の有機物の分解 を妨げ るか らである.ま た,長 い

雨期 の存在 も上壌 中の養分 を洗い流 し,と くに急傾

斜地 に多い耕地 の土壌浸食をひきおこす要因 となる

のである.

この ような上壌の条件に対応 して中央ア ンデスの

高地部で発達 してきた,も うひ とつの農耕技術があ

る。 それ はジャガイモ耕地の休閑 システムである.

つ ま り,ジ ャガイモを栽培 したあ と,そ の耕地 を何

年間か休 ませ,再 び使 う方法であ る.こ の方法 も遅

くと もインカ時代 にはおこなわれていたことが知 ら

れ てお り,さ きの インカ ・ガル シラー ソ７もインカ

時代の休閑について次のように述べている.

「灌概 され た トウモロ コシ畑の他に
,水 の引かれ

ていない耕地 もまた分配 され,そ こでは乾地農法に

よって別 の穀物や 野菜,例 えば,パ パ(ジ ャガ イ

モ),オ カ,ア ニ ュス(マ シュワ)と 呼ば れ る,非

常 に重要 な作物の種 が播かれた.… …こうした土地

は水不足ゆえに生産性が低 いので,一,二 年耕 した

だけ でこれ を休 ませ,今 度は また別の土地 を分配す

る,と い うことが繰 り返 された.こ のように彼 らは,

循環的に使用す ることによって絶 えず豊富 な収穫が

得 られるよう,や せ地 を見事 に管理運営 していたの

であ る」

この記録 に見られるように,中 央ア ンデ スの二っ

の主作物の トウモ ロコシとジャガイモは栽培され る

耕地が異なっているだけでな く,そ の栽培方法 も基

本的に異なっていた.一 般に トウモロコシ耕地 は灌

漑をほどこ して休 むことな く毎年栽培されるのに対

し,ジ ャガ イモ耕地 は1,2年 栽培 しただけで,あ と

は休 閑するの である.こ のような休 閑システム もま

た現在 まで伝 えられ,中 央アンデ スで広 く見られる

のである.

以上,み て きたようにジャガイモ栽培でみられる

休 閑システムや先述 した農牧複合は中央アンデス高

地の伝統的 な農業 を特色づける ものである.こ のよ

うな特 色に くわえて,中 央アンデス高地では踏み鋤

に代表 され る農具 の発達や様々なイモ類の加工技術

の発達 などもある.こ れ らのことか ら,筆 者は中央

ア ンデス高地 における根栽農耕文化圏の存在 を提唱

したこ とがある14.16.

しか し,近 年,こ の伝統的な根栽農耕の方法に も

大 きな変化がみ られるようになっている.と くに,

ジャガイモ栽培 と密接 な関係 をもって発達 してきた

休閑 システムさえ も近年急速に変化 して きている.

そ して,そ の変化は中央アンデスにおけ る伝統農耕

の変化 だけではな く,農 村社会の大 きな変化 をも物

語 っているように思われる.

そ こで,以 下 では,こ の休閑システムの変化に焦

点 をあて,そ の状況 とともに,そ の原因や影響につ

いて も検討 してみ ることにしたい.

4.伝 統農 耕 の変化

(1)休 閑期間の短縮

表2は,筆 者 自身が調査 をお こなったペルー南部

高地(マ ルカパ タとタキレ)お よびボ リビア北部高

地(ア マレテ とイルパ ・チ コ)の4地 域 での ジャガ

イモ耕 地の休 閑システム を示 した ものであ る.現

在,ア ンデ スでは広 くスペ イン語が使 われて い る

が,マ ルカパ タ,タ キレ,ア マ レテでは今なお ケチ

ュア語が,イ ルパ ・チコで もアイマ ラ語が話 されて

お り,そ の社会や文化はかな り伝統 的 と言って良い

ものである.表 中のジャガイモ耕地 もいずれ も個 人

の耕地 ではな く,一 般に コムニダと呼ばれる地縁血

縁的な色彩の濃い地域共同体 の共同耕地である.

しか し,ジ ャガイモ耕地の休閑 システムには地域

によって違 いが見 られ る.マ ルカパ タでは,4つ の共

同耕地はいずれ も4年 間の休 閑期間が もうけ られて

いる.2年 目の耕地でオカやマ メ類 を栽培す るこ と

もあるが,そ れは耕地全体の一部で しかな く,基 本

的には4年 の休閑期間が守 られている.

ところが,こ のマルカパ タ村以外 では休閑期間が

かな り異な り,全 体 としては休閑期間が短 くなって

いる傾 向が うかがえる.ま た,輪 作期 間が長 くなる

につれ,休 閑期間 も短 くな る傾 向 もみ とめ られ る.

実際に,マ ルカパ タ以外で4年 以上の休閑期間 を も

うけているのはアマ レテ村のルキ用耕地だけであ る

が,こ のルキ用耕地 は標高4000m以 上 の耕 地に あ

り,そ こで栽培できるのはル キとよばれ る耐寒性 の

きわめて強いジャガ イモに限 られ るのである.

それに対 してアマレテ村の もう一つの共同耕地 で

は,ジ ャガイモ栽培のあ と,オ カ,大 麦,ソ ラ豆 を

栽培 し,休 閑は2年 間だけである.こ れ と似ている

のが,タ キレであ る.そ こで も,ジ ャガ イモを栽培

したあと,オ カ,ソ ラ豆,大 麦 と栽培 し,休 閑期間

はやは り2年 聞である.こ れ ら両地域 とマルカパ タ

村での休 閑システムの違 いを生み出 したのは何 であ

ろうか.

その原因の一つ として考 えられ るのが,人 口の増



加 に ともな う耕地の不足である.マ ルカパ タ村 は約

1700km2の 面積が あるが,そ こに住むのは約6000人

と少 な く,人 口密度 は3～4人/km2で あ る.そ れ

に対 して,タ キレはティティカカ湖上の周囲約20km

ほ どの島に約1500人 が暮 らしている.ま た,ア マ レ

テ村の領域面積 については資料がないが,少 な くと

もマル カパ タ村 よ り人 口はかな り多いという印象を

もっている.

このこ とか ら,お そらくタキレもアマレテ も人口

の増加 に ともなって,ジ ャガイモだけでな く,ほ か

の作物 も輪作 す るよ うにな ったのであ ろ う.そ し

て,そ の結果 として休 閑期 間 も短縮 されるようにな

ったのではないか.そ れ とい うの も,伝 統的な技術

レベ ルで食糧増産をはか るためには休 閑期 間の短縮

または輪作システムの導入が手 っとり早 い方法であ

る と考 えられ るか らである.

しか し,伝 統的な方法での施肥 は家畜の糞に よる

ものであるが,こ の糞はすべての作物栽培 に使 える

ほ ど充分には ない.リ ャマやアルパ カ,そ して ヨー

ロッパか ら導入 されたヒツジの糞 は,い ずれ も肥料

として重要 であるだけでな く,燃 料 としても重要で

ある.そ のため,一 般に家畜の糞 による施肥はジャ

ガイモ栽培だけに限られ,ほ かの作物の栽培には肥

料 を与 えない.

この結果,ジ ャガイモだけでな く,ほ かの作物 も

輪作 し,休 閑期 間の短 くなった耕地は次第に疲弊 し

て くる.実 際に,ア マ レテ村の農民 もしばしば収量

の減少の原因が休 閑期間の短縮 にあることを口にす

る.ま た,そ の休 閑期間の短縮 は村の人 口の増加に

起 因す るこ とに も言及 している.さ らに,タ キレ島

の農民 も近年のジャガイモの収量の減少傾向を指摘

してお り,そ の最大の原因は休閑期間の短縮 にある
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同時に,タ キレ島では,ジ ャガイモの収量の減 少

は病気のせ いで もあ り,こ れ も休閑期間の短縮 に関

係 が あ る ら しい とい う.こ の病 気 は セ ンチ ュ ウ

(nematode)に よるもので,現 在アンデスでは ジャ

ガイモの病気 として最 も被害が大 きく,ま た駆 除が

困難なものである.じ つは,ジ ャガイモ耕地の休 閑

こそはこの病 気に対す る効果的 な方法 として知 られ

ているが,そ れに もかかわらず休閑期間が短縮 され

るようになっているのである.

(2)市場経済 の浸透

ジャガイモ耕地の休 閑システムに変化 を与えてい

るのは人口の増加 だけではな く,別 の要 因もある.

その大 きな要 因として考え られ るのが伝統社会への

市場経済の浸透である.も ともとアンデス社会 はス

ペイン人の侵略 を受けるまで,貨 幣 をもたず,市 場

も商業 もなかった,い わば貨幣経済以前の世 界であ

った.そ して,そ の伝統はペルーやボ リビアなどの

中央アンデスの高地部 では比較的近年 までつづいて

いたのである.

ところが,こ の山岳地帯で も道路網が整備 され,

それに ともなって市場経済が地方に まで浸透す るよ

うになった.さ きの例 では,イ ルパ ・チ コがその代

表的な地域 である.イ ルパ ・チコは,ボ リビアの事

実上 の首都 であ るラパ スか ら車 で1～2時 間 と近

く,ラ パスの近郊農村的な性格 をもつ集落 であ る.

人口も比較的稠密 で,お お よそ72km2の 広 さの とこ

ろに人口が2845人 で,人 口密度はマルカパ タ村 の10

倍以上の40人/km2で あ る.し たが って,こ の 人 口

圧 も休閑システムに大 きな影響 を与えていると考 え

られるが,そ れ と同時に無視 しえないのが市場経済

の影響 なのである.
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た とえば,そ れは栽培 されるジャガイモ品種が少

な くなってい ることに も示 されている.周 知の よう

に中央アンデ スは ジャガ イモの原産地であ り,そ こ

では数 多くの品種がみ られる.ま た,ひ とつの村だ

けで も数十 種類の ジャガ イモを栽培 していることも

珍 し くは な く,マ ルカパ タで も約100種 類の ジャガ

イモを栽培 している.と ころが,イ ルパ ・チコでの

ジャガ イモ品種は20種 類ほ どと少 な く,し か も,そ

のなかには改良品種が少 な くない.こ れ らの改良品

種は市場向け に栽培 しているもの であるが,こ の よ

うな改良品種は化学肥料 を必要 とす る.つ まり,イ

ルパチコでは,従 来の家畜の糞だけでな く,一 部で

はあるが化学肥料,さ らには農薬 も使 うよ うになっ

ているのであ る.

この ような化学肥料や農薬の使用,さ らに改良品

種 の導入は従来の休閑システムを根本的に変えて し

まう可能性 をもつ.じ つは,中 央アンデス本来の生

産戦略の特徴 は生産性 を追求す るものではなく,収

量は低 くとも安定的な収穫 を目的 とす るものであっ

た.ア ンデ ス高地部での作物栽培 は突然の降霜や干

ばつ,さ らには病害虫の発生など,つ ねに収穫 が危

険に さらされているか らである.

したが って,そ の栽培方法は様々な リスクを回避

す る方策がめ ぐらされていた.た とえば,作 物の品

種の 多様化,生 産 ・流通における分散化への志向な

どが そ うである18.ジ ャガ イモ耕地 を連作 しない

で,休 閑す る方法 も病気発生などの リスクを回避す

るひ とつ と考えてよいであろう.と ころが,ペ ルー

の中部山岳地帯の農村のなかには市場経済の影響 で

休 閑期間を短縮す るだけでなく,休 閑システムその

ものが消滅 した ところさえあ る.

その代表的な地域が,ペ ルーの首都 リマ市の近郊

農村 的な性格 をもつ フニ ン県の農 村であ る.こ こ

は,中 部山岳地帯に位 置 していて大部分の農村が標

高3000～4000mに あるが,リ マ市 との交通の便 が

よ く,大 部分 の農村か らリマまで車で数時間で到達

す るこ とができる.そ のため,フ ニン県の農村では,

ジャガイモだけでな く,ト ウモロコシ,さ らに様々

な野菜類など もリマの市場に向けて栽培 していると

ころが 多い.そ して,ジ ャガイモ栽培では休閑をや

め,化 学肥料や農薬 を使 って,毎 年,ジ ャガイモを

栽培 している農村が少 な くないのである.

こ うしてみて くると,現 在,中 央アンデスにおけ

る休閑 システムには きわめて大きな変化が生 じてい

ると判断され る.し か し,こ のような変化は最近だ

けではな く,か な り以前から生 じていたことも考え

られる.と い うの も,中 央アンデス全体 でこの休閑

システムを見渡 してみると,休 閑期間にかな りのバ

ラツキが見 られ るか らであ る.休 閑 システムを詳 し

く調査 した研究によれば,休 閑期間の長いものでは

10年 以上 というもの もあ り,短 い ものでは1年 だけ

の もの もあ る１.ま た,マ ルカパ タ村 で もかつ ては

10年 間の休閑期 間 をもうけていた とい う情 報 もあ

る.

このような違 いは先述 した人口の増加や市場経済

の浸透の程度が地域によって異なってい るこ とに起

因す るのであろ う.そ の意味では,休 閑期間の短縮

に象徴 されるように,中 央ア ンデ スの伝統農耕の変

化は,程 度の差 こそあ るものの,広 い範囲 で起こっ

ていると考 えられ る.し か し,さ きに指摘 した よう

に休 閑システムは病気などの発生を回避す る役割 を

になっていたはずであ り,そ れが変化することで環

境の悪化 などの問題 を生 じる恐れが ある.実 際の と

ころ,す でにア ンデスでは半分以上の面積で土壌の

浸食や過放牧 などによる環境破壊が生 じてい るとの

報告 もある4.9.

5.農 村から都市への人 ロ移動－ むすびにかえて

以上,中 央アンデスの伝統農耕の変化 をジャガ イ

モの休 閑シ ステムに焦点 をあてて検討 して きた.そ

の結果,伝 統的であ るとされ るジャガイモ栽培にお

いて も休閑期間の短縮にみられるように大 きな変化

が生 じているこ とが明らかになった.そ して,そ の

背景には農村社会での人口の増加や市場経済の浸透

の影響のあるこ とを指摘 した.ま た,山 岳地域での

道路網の拡大,整 備がこれ らの変化 と密接 な関係 を

もっていることも指摘 した.

じつは,こ のような変化は農業だけでな く,リ ャ

マやアルパ カなどの伝統的な家畜飼育に も大 きな変

化を与えている.た とえば,道 路網の発達に より,

これまで荷物輸送のかな りの部分 をゆだねていた リ

ャマの役割が小 さくなり,そ の影響で リャマの飼育

頭数が減少 してきている.一 方で,ア ルパカの毛 は

国際的 に評価 が高 くな り,価 格 も高騰 して きたた

め,ア ルパカの飼育頭数 は増 える傾 向にある.さ き

に指摘 したように,リ ャマ とアルパカの飼育は ジャ

ガイモ栽培 と密接な関係を もってきたため,こ れ ら

の家畜飼育におけ る変化 も伝統的な農業に大 きな変

化 をおよぼ している.こ の点に関 しては別稿にゆず

るとして,こ のような変化が農村社会に与えている

影響 を最後に見ておきたい.

冒頭で述べ たように,休 閑システムの変化は単に
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土地利用の変化に とどまらず,農 村社会にも大 きな

影響 を与 えて いる と考 え られ るか らで ある.じ つ

は,ア ンデスにおけ る農村社会 を構成する基礎 とな

るのは先述 した コムニダとよばれ る共同体であり,

この地域共同体 の共同耕地でジャガイモは栽培 され

ている.そ して,こ の ジャガ イモ栽培で休閑システ

ム を可能に してきたのが耕地の利用 に対する共同体

の様 々な規制である.

ところが,こ の休 閑システムの消滅あるいは大 き

な変化は共同体 による規制の喪失 または変化 をとも

なう.こ れは,逆 の可能性 もある.つ まり,共 同体

の規制の弱化 または変化が休閑システムの消滅また

は変化 をもた らしてい る.い ずれにせよ,こ のよう

な変化は伝統的 な農村社会に大 きな変化 を与える可

能性 をもつ.た とえば,耕 地の私有化がその代表的

な ものである.

この耕地の私有化は可能性に とどまらず,す でに

アンデ ス各地 で生 じている.そ して,こ の現象によ

って農地 を拡大する農民がいる一 方で,農 地 をまっ

た くもたない農民 も増加 している４.こ のよ うな農

民のなかには,村 を離れ,砂 金や ゴムなどの採取の

ためにアマゾン低地に出稼 ぎに行 くものが少な くな

い.ま た,近 年,増 加 しているのが,都 市への移住

である17.

た とえば,ボ リビアでは事実上の首都であ るラパ

スや近年発展 をとげつつあるアンデ ス山麓に位置す

るサンタクルスに周辺の農村部か ら大量の人ロ移動

がおこっている11.ま た,ペ ルーでは山岳地帯の農

村部 か ら海岸地 帯 の都 市部 へ の移住 が 顕著 で あ

る9，11.と りわけ,ペ ルーの首都であ り,海 岸地帯

に位置す るリマへの人口集 中は近年激 しくなってい

る(図3).そ れは,リ マの人 口動態に もはっ きり

とあらわれている.リ マの 人口は1940年 に60万 人で

あ ったが,そ れ が1970年 には400万 人に急増 してい

る.そ して,こ の急増 した人口の大半が山岳地域か

ら リマへの移住者に起因す るとされ るのである3).

彼らの大半は リマ市周辺の 「プエブロ ・ホーベ ン

(pueblo　 joven)」 とよばれ るスラム街 に集中 して住

んでい る.こ のプエブロ ・ホーベ ンの人口が リマ市

全体の人口に 占め る割合 も急増 している.リ マ市の

人口の うち,1956年 にプエブロ ・ホーベ ンの人口が

占めていた比率は約10パ ーセン トほ どであったが,

それが20年 後の1976年 には76パ ーセ ン トにまで急増

しているのである31.こ のよ うな都市への急速 な人

口流入が様々な社会問題 をひきおこすことは,あ ら

ためて論 じるまで もない.

とにか く,こ の山岳地帯の農村部か ら都市部へ の

人口移動はその後 も減少す るどころか,む しろ増 え

つづ けている.も ちろん,こ のような農村か ら都市

への大量の人 口移動は,伝 統的 な農業の変化だけ に

原因が求め られるわけではない.山 岳地帯の農村部

と都市部での インフラ面での様々な格差 も無視 しえ

ない要因であ る.そ して,そ の背景には山岳地帯へ

の道路網 の浸透 などをとお しての都市部か らの情報

の流入な どがある.

さきに,ア ンデ スにおけ る道路網の整備が農村部

への市場経済の浸透 を促 したことを指摘 したが ,こ

れは農村側か らみれば都市部へのアクセスが容易に

なったこ とを意味す る.こ のような状態 も農村か ら

都市部への人口移動に拍車 をかけている.つ ま り,

農村部から都市部への農民の移住 には様々な要因が

関係 しているが,そ のなかで,き わめて大 きな要 因

として考 えられ るのが道路網の発達なのである.

これは,現 在なお,伝 統的 な農耕 をお こなってい

るとされ る地域がいずれ も交通の不便 な地理的に隔

絶 された農村 であるこ とに も示 され てい よう.一

方,こ の ような状況のなかで中央ア ンデ ス全体 を見

渡 した とき,広 い地域で今 なおインカ以来,あ るい

はそれ以前か らの伝統であるジャガ イモの休閑シス

テムがお こなわれ てい るのは興味ぶか いこ とで あ

る.そ の背景には,こ の休閑 システムがアンデスの

農村共同体の組織 と強 くむすびついてい ること,こ

の休 閑システムがアンデス高地の 自然環境 を持続的
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に利用する上で効果 をあげて きたことなどの事情が

存在す る.

しか し,本 稿 で指摘 したように,そ の休閑システ

ムさえも変化 し,な かには消滅 して しまった ところ

もある.こ の事実は,長 く伝統的な方法を維持 して

きた中央アンデ ス高地の農業が急速 に変化 をとげて

いる兆 しのよ うに思われる.い いかえれば,休 閑シ

ステムの変化お よび消滅 は中央アンデスにおける伝

統農耕の大 きな変化 を象徴す るものにほかならない

と筆者は考 えている.
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